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市
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年

12
月
、
市
民
の
み
な
さ
ん

(

旧
６

町
村
ご
と
に
20
歳
以
上
の
男
女
、

年
代
別
に
ほ
ぼ
均
等
に
無
作
為
で

２
千
名
を
抽
出)

を
対
象
に
、
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(

回
答
者
数
８
４
０
名
、
有
効
回

収
率
42
％)｣

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
様
々
な
人
権
に
関
す
る
意
識

の
現
状
を
調
査
・
分
析
し
、
今
後

の
人
権
施
策
の
あ
り
方
、
方
向
性

等
を
考
え
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
取
り

上
げ
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
人
権
意

識
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
１
回
目
は
、
人
権
の
認

識
に
つ
い
て
で
す
。
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こ
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
、
今
ま

で
に
人
権
侵
害
を
受
け
た
と
感
じ

た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
全
体
の
34
・

４
％
、
ほ
ぼ
３
人
に
１
人
の
割
合

で
す
。
逆
に
、
今
ま
で
に
他
人
の

人
権
を
侵
害
し
た
こ
と
が
あ
る
か

ど
う
か
を
聞
く
と｢

あ
る
と
思
う｣

が
10
・
２
％
、｢

自
分
で
は
気
づ

か
な
か
っ
た
が
、
あ
る
か
も
し
れ

な
い｣

が
54
・
８
％
と
な
っ
て
お

り
、
６
割
以
上
の
人
が

｢

あ
る
か

も
し
れ
な
い｣

と
答
え
て
い
ま
す
。

他
人
の
人
権
を
侵
害
し
た
経
験

に
つ
い
て
、｢

あ
る
か
も
し
れ
な

い｣

が
６
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

は
、
悪
い
結
果
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
反
面
、
人
間
誰
し

も
、
自
分
へ
の
人
権
侵
害
に
は
非

常
に
敏
感
で
、
他
人
へ
の
人
権
侵

害
に
は
鈍
感
で
す
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
市
民
の
大

部
分
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
他

人
へ
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て

｢

気

づ
い
て
い
る｣

と
考
え
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

日
頃
か
ら
自
身
の
言
動
を
振
り

返
り
、｢

自
分
を
大
切
に
す
る
よ

う
に
、
他
人
の
人
権
を
尊
重
す
る｣

こ
と
に
つ
い
て
、
自
ら
を
問
い
直

す
こ
と
が
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

� � � � � � � � � 	

��
雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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障害者の方や家族の皆さん､ そして市民のみなさんが一体とな
り､ 偏見や差別の無いまちづくりについて考えるフォーラムを開
催します｡ お気軽にご参加ください｡
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34 リレートーク ｢みんなに伝えたい､ わたしの思い｡

受けとめたい､ あなたの思い｡｣

①家族の声､ ②仲間の声､ ③支える地域の声､

④就労支援の立場から

コーディネーター：

公立雲南総合病院 相談員

森廣晃一先生

助言者：

雲南保健所長 大城 等先生
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映
画

｢

う
ん
、
何
？｣

制
作
の

支
援
に
よ
る
地
域
振
興
に
寄
与
す

る
た
め
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交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
の
た
め
に
、
検
察
官
の
し

た
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
機
関
と
し
て

｢/
0

1
�
2

｣

が
あ
り
ま
す
。

審
査
会
で
は
、
11
人
の
審
査
員

が
こ
の
審
査
を
し
ま
す
。

審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら｢

く
じ｣

で

選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

市
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
事
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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国
連
で
は
、I
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そ
れ
に
伴
い
、
わ
が
国
で
は
、�

�
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"
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W
X

と
定
め
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
を
大

切
に
し
、
人
間
が
幸
せ
に
生
き
て

い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
々
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い

る
基
本
的
な
権
利
で
す
。

市
で
は
、
お
互
い
の
い
の
ち
と

人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
思

い
や
り
に
あ
ふ
れ
た
明
る
い
社
会

を
築
く�

Y
Z
"
N
)
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�
\
]

を
し
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
人
権

啓
発
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
自

分
の
権
利
を
主
張
す
る
あ
ま
り
他

人
の
人
権
を
侵
害
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
あ
る
い
は
、
他
人
の
悪
口
を

言
い
ふ
ら
し
て
名
誉
や
信
用
を
傷

つ
け
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
・
同
和
問
題
に
つ
い
て
正

し
い
理
解
を
し
、
偏
見
・
差
別
を

な
く
し
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場

を
尊
重
し
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。
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毎
日
の
生
活
の
中
で
人
権
問
題

と
感
じ
た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
う

に
な
る
か
わ
か
ら
ず
お
困
り
だ
と

い
う
方
は
、6
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ま
た
は
、
お
近
く
の
人
権

擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
期
間
中
各
地
で
、
特
設

人
権
相
談
所(

無
料
・
秘
密
厳
守)

が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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蓮
岡
法�

(

大
東
町
岡
村)

恩
田
磯
子

(

大
東
町
清
田)

鍔
木

篤

(

加
茂
町
神
原)

内
田
慶
子

(

加
茂
町
立
原)

山
根
幹
男

(

木
次
町
山
方)

陶
山
文
江

(

木
次
町
寺
領)

藤
原
豊
善

(

三
刀
屋
町
中
野)

西
村
三
千
世(

三
刀
屋
町
三
刀
屋)

吉
長
雅
昭

(

吉
田
町
吉
田)

堀
江
光
義

(

吉
田
町
曽
木)

藤
飛
昭
憲

(

掛
合
町
松
笠)

佐
野
紀
子

(

掛
合
町
掛
合)
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡
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こ
の
た
び
、
戸
籍
制
度

の
充
実
・
発
展
の
功
績
に
よ
り

雲
南
市
は
法
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
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